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はじめに
Junior high schoolは、 「中世からの複線型学校制度比対する翻争史の最後のひと ζ ま
(the last ch札pter)(1)Jとして、アメリカ社会の民主化を背景に誕生した学校であるといわ
れる。ヨー臼ッパの教育的伝統の最後の痕跡を取b除き、初等教育と中等教育との連絡を合理的




































Junior high schoolは、乙の初等学校と中等学校とのart i cula t i on.を改善しその移行を容易に
するためK構想され、成立したのである。それゆえjmliorhigh schoolの諜題は、学校制度の一
段階としてみずから中等教育の前期の学校の地位を確保するために、初等学校であるelerantary
schoolと中等教育の後期段階の学校である seniorhigh schQolとの articula.tionを改善するこ
とにあったと考えられる。
本稿では、アメリカ lとおいて初等・中等学校関の articulationの問題が本格的にと b上げられ
たのは中等教育改造運動期であり、さらにその結果 articulationをより良くするための学校とし
て新たKjunior high schoolが成立したという認識に基づき、成立からおよそ1930年代に至る
junior high schoolの発達過程を articulati∞の観点から考察?る。具体的Kは、 junior














1.中等教育制度改革と JuniorHigh School 
(1) J unior high schoolの成立
Junior high schoolがはじめて制度として独立したのは、1896年インディアナ州リッチモンド
の intennediateschoolで、あるといわれる(4)。そして、文字通り電tjunior high school "の名称
をもった最初の中等学校は、 1909年9月オハイオチNコロンブスにある 1ndianola J unior High 
Schoolであった。この学校は第 7、8、 9学年を含む 3年制の中等学校である o
翌年の 1月には、カリフォルニア州パークレー市に同じく第7、8、9学年から成る 8年制の
Introductory Righ Schoolが設置された。 この学校は4つ?と分けられた市のそれぞれの地域の
中心地K設置され、従来のhighschoolK第10----12学年の生徒を収容しようとするものである。
改革を中心的に進めた当時の視学官バンカー(Frank F. Blilk:er )によれば、 ζの改革は第 7~9
学年lζ選訳制の外国語、手工、体育、料理、裁縫、美術及び音楽をとり入れ、教科内容を豊富に
するとともに教科担任制を導入し教授方法を改善させる ζ とK主眼がおかれるものであった。










される。 8年制の intermediateschoolは、コース制をと D普通課程、商業課程、初級工業課程









(2) Junior high scho01の発達と中途退学者の減少























年 第8学年 年 第9学年 進級率
1907-8 946(，¥) 1908-9 635{.A} 67.1(~脅
1908-9 1，039 1909-10 626 60.2 
1909-10 1，035 1910-11 693 65β 
1910-11 992 1911-12 713 72.8 
1911-12 1，072 1912-13 804 75.0 
1912-13 990 1913-14 829 83.7 
1913-14 1，140 1914-15 984 86.3 
1914-15 1，097 1915-16 1，135 103.0 




















































1928 193年8 1938 194年8 
年 年
94 94 96 97 
85 90 91 91 
80 84 85 87 
74 79 80 83 
62 69 66 74 
50 59 53 63 
43 49 44 56 
38 46 42 52 
193年6 194年1 19年46 1951 年
14 14 * 22 
場合のそれ以降の学年での在学者の割合を示した全国規模における調査結果である制 O ζれによ
ると、 1915年には第5学年や基準にした場合、ほぼ初等学校を終える第8学年では中途退学者の
割合は40必、第 9学年では伍OJO余りに達していた。 ζれに対し、 1923年になると第8学年で'30%
足らず第9学年で、40弘、さらに1933年には、それぞれ25必、 20婚前後と急速に減少している O 全
国平均でさえこのような中途退学者の減少傾向がみられることからして、先のグラッド・ラピッ













の急速な発展は、 炉心orhigh school K負うところが大きかったといっても決して過言ではないで
あろう。
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(3) jtmior high schoolの定義
と乙ろで、 ζれまで junior high schoo1と総称した中等教育の前期段階に相当する学校は、実
際には州、地域によりその名称がさまざまである。例えばgrammarschool、 lower high 
school 、introductoryhigh school、consolidatedhigh school、pre-vocational school 、
あるいは depdrtrnentalschoolと呼ばれる学校もみられた制。ζれらはintermecliate schoolと
とも花..junior high scho01 "の名称をもっ学校に比べ、数の上ではそれほど多くはな川崎。また、
いずれも他に対して確固たる優越性をもっ名称でもなかったが、伝統的な 8 4制に代わる新し
い学校制度の下で、中等教育の拡充及び強化を図ろうとする共通点を有していた O 一方 ttjunior 
high school "の名称をもっ学校は、 1913年托[教育における時間経済花関する委員会(Com-













表VJ tmi or high schoolの学年編成 (16)
1916年 1926年 1930年
学年 学校数 % 学校数 必 学校数 qる
7-8-9 64 34.8 814 73.5 1，288 72.4 
7-8 77 41.8 167 152 204 11.3 
7-8-9-10 7 3.8 78 7.0 196 10.9 
1.6-7-8 11 6.0 22 1.9 60 3.3 
iその他 25 13β 27 2.4 44 2.1 
















n. Junior High Schoolの目的と Articulation機能
(1) J unior high scoolの目的と基準設定
では一体、 juni or high schoo 1の目標、目的、機能といった教育の具体的内容はし、かなるもの
であったのか。 ζれについて、以下とくに改造運動の全体の動向とも関連させながら述べること
とする。

















中でも[中等教育改造委員会(Commiss.ion on the Reorga.niza.tion of Se∞nda.ry E泣:UCIit ion)J 
の1918年の報告書「中等教育の主要な原理 (TheCa.rdina.l Principles of S'econda;ryEduca.tion)j 
は、当時のあるいはそれ以後の中等教育全般に対して、実際多大なる影響を及ぼしたものである
が、その中で juniorhigh s也001、seniorhigh schso1という中等教育の二分化構想が支持さ










も年々増え続けてお b、こうした状況をも考慮しながら同委員会は、 juniorhigh schoolを学校制
度のー単位として生徒の個人差に応じた職業選択を援助する中等教育の前期段階と位寵づけたの
である。これによって juniorhigh schoolはまた、小学校と seniorhigh schoolとの中間学校と







った。代表的なものとしては、 「北中部大学及び中等学校協会(North Centrtll Association 
of Collges and Secondary Schools)Jの中等学校委員会によって1919年比規定された junior










⑦特別指導学習 (supervisedstudy)仰l をと b入れること。
以上のような規定は、いくつかの升1'~1) 及び教育界一般の意見や主張の中にもほぼ共通してみられ
る。これらを要約すると凡そ次のようになる。まず制度の段階的区分に関しては、標準的junior



















にさせてしまったと考えられたのである O そして、初等学校と highschoolとの簡のギャップを
解消し生徒の移行をスムーズ托し、より多くの生徒を中等学校へ留める ζとによって中等教育の
拡充・強化を図ろうとする願いは、全国的規模の改造運動を展開させ juniorhigh schoolを成立、




まず、ジョンストン(Charles H. Johns ton )は、 juniorhigh schoolの主要な目的は「公
立学校制震が完全に民主化されるために、初等教育から中等教育への漸進的移行を提供する ζとJ




② High schoolの生徒は、小学校の児童より多くの自由を与えられている 3
① 教師、管理者Kおいても highschoolの場合、ほとんど専門家(special ist )で占められ
ており、しかも彼らは小学校の種々な出来事に関心を示さない 3
乙となどを挙げながら、これらを学校制度の非民主的な部分であると批判する。そして彼は、新




大な学校の実力の損失(101515 of power )を招いているとし、具体的iとは次の 4点を指摘し批判
している。








なく柔軟な連結、幅広い結合(f1exible coupling. universal joint )によって統一されるべき
であるjと主張する。中でも彼は、カリキュラム組織の改善を最昔話先し、それは jooiorhigh 
school Kよって達成されるものであると考えた倒。
J unior high schoolのarticulation機能を、より具体的に明らかにしているのは、イングリ
ス(AlexぼlderInglis )である。彼は有名な著謹「中等教育の原理(P r inciples of S econdary 
























art iculation機能は、 juniorhigh school において実際どのように発揮されていたのであろう
か。以下この点について、構造的側面、内容的側面、運営的側面の三側高から、いくつかの実態
調査を中心にとりあげながら考察する。





スポーJレディング(Francis T. Spaulding)，フレデリック(O. 1. Frede rick )、クース
( Leonard V. Koos )らによって作成された報告書「中等教育の改造(The Reorganization 
of S econdary Education， 1933 )Jは、全国レベjレにおいて長年、中等教育改造運動の効果・影
響等を一般的かつ総合的Kまとめ上げた興味深い調査研究である。間報告書では、伝統的な 8-





比べ、かな b改善されてきたのである。次に再編成された学校簡における juniorhigh school 
とseniorhigh schoolとのarticulationの比較で、は、中等学校が分離しない 6-3・3制の学
校においてその機能が十分に発揮されていた O 以下 6-6 制、 6-2 ・ 4 制と続き、 6~2-4
制あるいは標準的な 6-3-3制はそれらに比べ劣っているという結果が出ている。
Arti culationの構造的側面を考える場合、地域Kよって異なる学校制度をとっている限りそ
の地域差を無視する ζ とはできない。ー般K、6-6制は主lζ地方の小さな学校において、 6-
8・3制、 6-2・4制など開一校舎内で管理・運営される中等学校は平均的もしくは比較的小






とるきらいがあ夕、乙れは心理的発達比反するものである字引という批判ゃ、 r jW1IOT high 
schoolの確立は、結局は、ある意味では従来一つで、あった溝を二つに増やした(泊1)Jという指摘








先の報告書では、 ζの点について"junior high schoolと小学校との間における教科内容、教授
方法及び教科外カリキュラムでの articulationは、全体的lζ十分lとなされていなt-， "と結論する O




North Central Association による調査は、さらlとその呉体的状況を明らかにしている。
調査した293校の junior high schoolのうち内容蔚での変更の状況は表刊のとおbである担)。


























































ないが、一般に junior high school内において第7，8学年で必修教科であった実際的教科を第
9学年まで継続する学校も少なかったといわれる倖)。
次に、 juniorhigh schoolの確立によゥて小学校のカリキュラムあるいは学習計画にどのよう
位変化がみられたのであろうか。ブ1)ッグス(Thomas H. Briggs )らの調査は、乙の点につい
て255の都市から下表のような結果を得ている(表団)例。
表VI J unior high school成立に伴う小学校の教育内容の変化
カリキュラムあるいは学習計画の変化 都市数 カリキュラムあるし 1は学習計画の変化 都市数
l なし 132 12 英語 11 
2 junior high schoolの要求に応えた 3 13 文法 3 
3 コース選択制(elections)を加えた 2 14 外国語の導入 17 
4 無駄な教科を取b除き単純化した 9 15 歴史 4 
5 本質的要素を含む基礎的なものを多くした 12 16 公民科 l 
6 以前と完全に変わった 8 17 地理 6 
7 応用的な科目を増やした 1 18 一般科学の導入 8 .j
8 産業的学習を増やした 19 19 算術 12 
9 選j=.R科目を多くした 2 20 代数学 2 
10 教科担任制をと D入れた 1 21 絵画 l 
11 junior high schoolのよう Iζ組織した l iコL 255 
上表から明らかなように、半数以上の都市において小学校の教育内容に変更がなかった O ブリ
ッグスによれば、従来小学校で教えちれていた教育内容を広範囲に変化さ性た学校は、全体のわ
ずか10~15%にすぎなかったという。このように、 junior high school成立後の内容的 arti-
culatLunは、概して小学校のとくに上級学年における教育内容に際立った変更がみられなかった
という事実によっても、十分なものではなかゥたといえる。




が彼らの特別な要求によっては juniorhigh schoolの教科を履習できることなどによって、 同
校関の教育内容、方法に関する内容的 articulationは多分に促進されているという。 ブリッグ








民ついても、 juniorhigh schoolとづ母校とのそれは、 seniorhigh schoolとの場合K比べ当初か




一方、 junior high schoolとseniorhigh schoolとの運営的乱rticul叫 ion~と関しては、両校関の











・指導されているのかを調査によって明らかにしている例。それによれば、 No吋 h Gentral 
Association K属する jmuorhigh school 293校のうち、教育長によるものカ泡7弘、 jur註or
high schoolの校長によるものが57%、seniorhigh schoolの校長によるものが24.6%'、 fその他j
kよるものが6.5婦となっている。







以上、 arti cul ati onという観点から juniorhigh schoolの初期の発達状況をみた場合、 学校
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制度の構造的、内容的及び運営的側面において、小学校とのそれは、理論上要請されていたもの
とはかなDかけ離れた部分が多かったことがわかる。一方seniorhigh schoolとの articula -
tionKついては、小学校との場合と比べて教育内容、方法あるいは運営面における調整・統一
の努力が比較的多くみられた。とはし 1っても、依然として juniorhigh schoolの第7・8学年
と第9学年との間の教科内容には多少のギャップも存在しており、さらには seniorh1gh school 









孔 Junior High Schoolにおりる Articulationの諜題
(1) Articulationの問題の要因
すでに多くの教育論者も指摘していたように、 articulationは単なる制度の段階的区分の変




が指摘されていた。したがって、乙の意味では junior-high schoolの実際の教育における mar-
t iculationの重要な問題はその内容・運営面iと関係したものであるといえる O 勿論、児童・生
徒の発達段階と学校体系の区切bという制度上の大きな開題もあるが、当時はむしろ内容・運営
面の方がよ b重要な問題となっていたのである。
と乙ろで、N'EAの fアメリカ教育における各単位閣の接続花関する委員会(The Art icula-










① Junior high schoolでは、教室での復諸課業(reci tations )が長く、独立学習や家庭学
晋が、いっそう多く要求されるにもかかわらず、それへの対処が十分なされていない。
② 急激芯教科担任制lと対する生徒の適応、が困難である。













がりをもっO 事実、 seniorhigh schoolの教師は juniorhigh schoolの課程(course )の決定
権を有するが、逆に juniorhigh schoolの教師は seniorhigh schoolの課程花関しては何ら影
響力をもっていなかった。したがって中等教育段摘における両校関の山ticulationも、 一般に
は上から下へという方向で進められていたのである。また第9学年と第7， 8学年との教科内容、















































表理 J uuior high sehool入学の条件
条 件 学校数 ヲる
第6学年の修了 100 40 
他の条件 150 60 
生徒の成熟 5 3 
所定の年齢を超えている 70 47 
身体の発達が著しい 3 2 
学力が劣り所定の年齢を超Aている 5 3 
個々の要求K基づく 15 10 I 
教育長や以前の教師・校長の推薦 15 
相当な学習能力をもっ 23 15 
その他 40 








必要牲性:1托ζ迫られた O 摂倒iえiばぎ、先のNEAの報告書でで‘iほま、 まずarticulationの内容的側面について、
~46~ 
① 第7学年では、選摂科目を導入しない ζ と，
② 小学校の中間学年から 2'"'-'3の教科K沿いて、教科担任者uを導入するとと，




① 兜童・生徒の記録簿を重視する ζ と，
② 小学校の教師が jwlIorhigh schoolを訪問し、その学校花関する情報を得ること，




を挙げている。その他、 junior high schoolでは思いやりのある秀れた教師を用意し、 また溜
一回の全体集会を開く ζとをも強調している(4)。
ζれらの多くは、すでに juniorhigh schoolの articulat ion K対して多くの論者によって理
論上要請されていたものであるが、そ乙ではあまタと bあげられなかった新しい事項、とく K運
営的側面での改善方策あるいは教師の役割の強調といった点は注呂しなければならない O すでに






ζ うした運営的側面での実践例にもみることができるように、 articulat ionをより良くし生徒
の移行をよ bスムーズにさゼる際、最も重要な役割を演ずるのはとりわけ教師である。 NEAの




















Washington J lmior H igh S choolの学校組織やその協力体制lとみられる改革は、先の運営的
ar ticulat ionの実践例とともに、当時においては決して一般的に行なわれたものではなく、ごく












における場合より初等・中等教育の articulationは改善されたとみることができる O 中等教育
への進学者の増大、中途退学者の減少等は、それを裏づけるものであゥた。しかしながら、内容
的側面からすれば、必ずしも理論どおDにいかずーとくに junior high schoolの小学校との札rt-
iculation は、全体的，~とはそれほど改善されたとはし、えなかった。その原因の一つは、小学校側
に求められる o具体的には、小学校で教育プログラムの調整がなされなかづたことや進級・進学
の方法に明確な基準がなかった ζ とである。ブリッグスの指摘lともあるように(~、小学校が ju­
nior high scho祉の確立のために十分な再調整の準備をしなかったにもかかわらず、 j回註or
-48ー
bigh schoolがうまくいっていたのは驚くべき乙とでさえあった。また原因の二つには、 jllilior
l1igh schoolが常任 senior high scho01との関係でとらえられていたことが挙げられる O これは、
中等教育がなお高等教育によって左右されているという伝統的教育の結果であると考えられるが、




プがみられ、それは小学校との場合だけでなく seniorhigh scho01 との関係の上でも未だ多く
の問題点をかかえていた。
ζのように ar ticulati∞という観点からしでも、 junior h i ghschoo 1の発達過程においては
どちらかといえば学校の制度上あるいは行政上の改革が先行するという形で進められてきたので

















型的な例としてとりあげた運営的 articulati佃の実践例やWwshing ton J lili 0 r H i gh S choo 1で、
の教授組織、教員養成等に関しでも、とくに後者の場合はそれを実行する上で莫大な費用がかか
るという現実の財政的問題をかかえてはいたが、 juniorhigh schoolのarticulationをよ h良
くし生徒の教育の継続性を保障する方法として重要な意義をもつものであった。
J lili or hi'gh schoo 1は、さらに1930年代以降の発達において、 初等教育から中等教育への漸進
的移行という特質を強調し、移行期としての学校の性格を一段と強く帯びていく。したがってそ
-49ー









(1) Williamん Smith，"The J阻止01'H ig11 S Cft00γThe .Maβmillan Company) 
1925 • P. 181 
(2) 1888年全米教育協会 (NEA)のある部門会で「学校プログラムは短縮され、かつ豊露に
されうるかJという越国で講演した内容である O
(3) ζの1関の具体的事情については、拙稿 rJ uni 01' H1gh S choolの成立過程一初等教育と
中等教育との接続関係をめぐってJ( r教育制度研究 第一9号』教育制度研究会 所収)
昭和51年参照。
(4) 宮地誠哉『アメリカ中等教育史』誠{童書麗 昭和41年 P.68 
(砂 Williarnr. Gruhn ， Harl R. Douglass， t! The Mode1'n Junior High School" ， 
乱oald，1971， FP. 46 -47 
7 (6) Ibid.， P 隆 生幻
(川7円) ζの表は‘ Ca叫Jv吋in巳 O.D出仰，j臼S，電 Juniol'丑ig酔hS仇ch恥00吋i
lω92μ4 ， P. 2幻7及ひぴ守 宮地誠哉 前掲醤 P.69の表 lをもとに作成したものである O
(8) Robext S. Cilchrist and others ， ¥t Sθcondary Education for AmerI'can Democ-
ra~y 押， J元ineoo1't& Oomt<¥.o.y Inc.. 1957 ， P. 83及び Lesl ie W. K indred and 
Associatesr "The Intermediate S chools " ， P ren:tice -Hall 1 nc.， 1968， P. 7 
(9) Thomas R Briggs. t句rfheJunior丘ighS chool " • HOugh:t0U Mifflin Company， 
1920， P .308 ， T able 1沼 IVなお表の中で、 1914. 15年の第 9学年の進級率 103.09るは、
議務教育法の成立K伴い教区学校の生徒が第9学年へ進級したためである。
UOi ζの表は、文部省調査局『アメリカ合衆国の教育制度 JI(教育調査第61集)昭和38年 P.
79の表3及びRtrdyardK. Bent • Henry R KrQnenberg.電， . P rineiple.s of S econdary 
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Education" ， McGr:iw-Hi 11 Book Company， 1966， p， 9Liをもとに作成したものである O
柱。 RudyardK. Bent， Henry H.亙ronenberg， 0 p. C i t .• P. 91 
M 宮地誠哉前掲警 P. 71 
Q3) Thomas H. Briggs ， Op. C it.， P.46 
(14) North Central Associationの調査によれば、同協会民属する学校のうち再編成を企て
た293校の名称は、 rjunior high school 'が 1G8校(57.3婦人代 departmentalsch-
001 "が46校(15.7場)、また 6年制の電 highschoul t が12校 (4.1婦人その他67校
( 22.9必)となっている。 CalvinO. Davis ， Op. Cit.. P.2 
同 乙の報告書は、初めて中等学校を 4年と 2年の二期化区分した案を勧告したが、さら民間
委員会の中心的メンバーの一人であったスザロー(目白巧r Suzzallo )は、中等教育を 3
年の juniorhigh schoolと3年の seniorhigh schoolfと等分化する構想を打ち出してい
た。
在日 明lilliamT. Gr吐m.Harl R. Douglass ，Op. Git.， PP. 51-52及び FrancisT. 
Spaulding， O. 1. Frederick~ Leonard V. K∞s ，代 TheReorganization of Sec-
'Undary Educa t ion押， U. S. D epartment of the 1 nter ior • 0 ffi ce of Educalion ， 
Bulletin. 1932 • No. 17. P. 53から作成。
的') Calvin O. Davis t Op. Cit.， PP. 28-29 
側 LeslieW. K江ldredand A s oc i叫es， 0 p. C i t..P P. 20 -21 




(2) Wil1iamA. Smith， Op. Cit.， PP.161-162 
(23) 1 bid. ， P P. 180 -182 
包4) 1 bid.. P P. 185 -187 
位5! 1 bid.， P P. 179 -180 
間 FrancisT. Spaulding組 dothers， Op. G it.. PP. 76 -77 
白7) 例えば、 10，000人以上の人口を有する都市における juniorhigh schoolの設立状況をみ
ると、 1922年には全患で510校(34.6必)、 1926年記は980校 (31.5%)、1930年には、
1，363校(26.6 % )となっている。 U.S. Depar出lentof the Interior， Office of 
Educ乱tion." B iennial Survey of Educatiun in the U ni ted States". Bullet in ， 
1931 • N o. 20 • P. 14 
閥真田幸憲『ハイスクール研究J牧書房昭和 23年 P.54参照 O
(29) Francis T. S{Y<Lulding and others. Op. Cit.. P.78 
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(3Q William A. Smith ，Op. Cit.， P.187 
(31) Calvin O. Davis， Op. Ci t.， P.4 
開阿部重孝f欧米学校教育発達史』目黒書居 昭和 26年 PP.618 -623 
(3) Thomas H. B riggs ，Op. Ci t.， P. 98 ， Ta'ble XIV 
G必 Ibid.， PP. 119 -120 
C35) Ibld .， PP. 121-122 
C36l lbid.， PP. 122 なお合計が 100婦を超えているのは、二つ以上を兼ねている学校が
あるためであるo
(37) F r lillC i s T.S pωlding and others， Op. Cit.， PP.274-275 
(3~ Rudyard K. Bent， Henry R Kronenberg， Op. Ciじ， P.136 
(39) NEA，" The Articulation on the Units of American Education -Seventh 
Yearbook" ， 1929 ， PP. 128 -132 
位。 ThomasH. Briggs • Op. Cit.， PP.101-102 
制 Ibid.，P. 105 
凶 Ibid.， P. 104， Table XVこの調査の中で「他の条件Jの項呂については、該当するも
のをいくつでも選べる ζ とになっている。
位3) 1 bid.， PP. 100-101 
(4) NEA， Op. Ci t.， PP.127-128 
仏日 Ibid.， PP. 130-131 
位。 1bid.， P.128 
込7) Thomas H. B riggs ，Op. Ci t.， PP. 123-124 
仏~ 1 b id. ， P. 99 
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